
か

の

植村癸巳男

北海道鉱物調査講業が農商務省地質調査所々管窯業

として同所内紀設置せられて調査を開始したのは明

治43千に発布された官制によるもので以来関東大鷺

災後の緊縮政策によって大正五3年同官制が廃止せら

るるまでの14年闘年々連綿として調査は実施されて

きた.この調査の目的は開拓使時代のライマン調査

以来長期ぽわたって放置せられていた北海道地下資

源の園家的総合調査を再開し以て未開発地下資源¢)

開発促遼ひいては一般産業開発の墓石たらしめんとし

たものでありその成果は北海道鉱業界の隆盛を誘発

したのみならず今鷺見る精細柾北海道地質調査の成

果の基盤を作り上げた｡

本調査は調査開始の朗治43年から大正6年までを前

半期と大正7隼から剛3年官制廃止に翌るまでを後半

期とする婁期紀分けられその様相カし変じている.

前半期における調査は地下資源分布の広区域調査で

これによって有望区域を摘出すると同時に地質の分布

および構造紀関するデｰタを実収しj､スて将来の

北海道地質調査の基盤を築くζとにあった｡

この調査の企画と調査の実施に当ったのは今はな

ぎ伊木常誠大員方順三小林儀一郎岡村要蔵山

根新次清野信雄門禽三能納當重雄の譜先輩である.

当時の北海道は人口は稀薄交通は不備信懸すべき

地形図もなかった開発途上地域でとくに地質技術

者の踏み入る対象調査地はいずれも人跡の絶えた手

後半期の調査は前半期の調査結果から抽出した部分

の再調査で天塩1釧路炭閏および天塩滴囲1ガス田

の調査に重点が注がれ調査の実務は挙げて当時の若

等地質技術脅飯塚保玉郎(故)鈴木達夫六角兵吉

(故)および筆者等に引書継がれ淀.

娑瞭の北海道は前半期よりやや開発されては来たが

全般的に後進開発圏の様相は払拭し切れてい匁かった.

たと免ば鉄道以外の交通は宋だバスカミ発達し匁かっ

たため開楯使当時の駅逓制度の名残りを止め厭逓馬

と駅逓猶とを利用した,このため当時の地質技術者

の重要(り匁一一資格は乗馬であったが後年筆者が

アメリカで地質技術普の一一資格ぽ自動車運転技術のあ

ることを知って感慨然盤のものがあった,調査地の

状態は前半期と大差校く全調査期間の宿営は天幕に

より川筋を徒渉しつつ行租われる調査の淀め終目

下半身は水浸しで熊の横行も跡を絶た匁かった.

北海道の地質調査方法が特異なものであり引継い花

地質技術者が経験の浅い著芋であったので前半期調査

を経験した先輩が暫定的に調査全般にわたって指導

に当り調査の万全を期した.指導の第王は調査企画

の樹立であった.

当時の北海道とくぽ調査地の一般状況は前述した

よう紀人跡の絶麦た無人境が多くかつ川騎の徒渉

による交通に依存し道路まで数キロ物資労力補給地

までさらに数キロという状態なので急速枚食糧1労力

等の補給は望み得ない環境下はあった.したがって

調査察前における食糧労力宿営地輸送等の企画に

は万全を期さ粗いと調査に多大の障害を来すのみ放ち

ず不慮の災害さへも蒜趨した例がある｡

このためべ一ス1キャンプ前進基地籍営地の設

定は予め図上(必要あらば現地調査)で企画し食糧の

種類数量は調査期閥人農夫侯警を勘案して決定

し労力は輸送と調査(測量を含む)に簑分した.

極探険ヒマラヤ登山で実施しているいわゆるポｰラ

ｰ1システムの輸送方法はそれ以前に地質調査所調

査隊か北海遣で実施していたことに放る由

篤簑の指導は調査脅の調査に対する心構えできわ

めて厳格匁ものであった抽�
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調査期間申は晴天無休で雨天に休養基たは調査結

果の整理を行なう.

測量者(1～2名)の作業は調査昔(!名)の作業

に少なくとも1目先行しその量は調査者作業の}

分を原負1jとする.測量図の墨入れおよびトレｰスは

その目単位で完了すると同時にトレｰスは野外の使用

にたえるように裏打ちを行ない調査貝の前夜中に調査

者に手交する｡雨天で外業不能の冒は完了した測量部

分図の組みたて総図作製等の内業ぽ従寮する.

調査者は員常の調査の企顧労力の配分を指令し調

査が測量図の艶麗を超免た場合紀は見取團を作製し

測量図完成時にこれに記入する由野帳採集試料の整

理および調査結果の取り渓とめは必ずその員単位で

これを完了し決して後目紀残さ粗い｡このように

その賢単位ぽ調査結果を整理することは北海遣のよう

な移動の困難溶未開地の調査にはきわめて重要赦ことで

これを怠った結果基地移動後気づいた地質的異変の関

連を前基地の現地ぽ就いて確認しようとしても多大の労

力と資数とを浪費することと匁るからである｡以上の

ような調査者の心構えを忠実に実行するのは余麗心身

共に強じん牧人士で祖ければ困難でありまた今肖で

は趨時代的枚感覚であるといわれるだろうし指導を

うけた当時の筆者も相当背烈だと感じていた.しかし

その後の海外未開地の調査に当った時は今更ながらに

その必要性を再確認し心から先欝の指導に感謝した.

成は鉱物調査の全期間14年を通じて実施され筆宥と

の擦触もこの伝統によるものであり大正8～留年の北

樺太滴閏初期調査もこの編成で行政われた畠

氏族的侮蔑感が未だ残存していた当時しかも起居を

供にする調査事業にあ克てアイヌ族出身脅を趨周した先

輩の英断は労力の不足よりもむしる彼等の持っ独

自の山展的特長と忠実性とを高く評傭したからであり

また彼等も官等毘年当時の超エリｰト御役人様の直接

部下とし起居を共にするを無上の光栄として感謝と

親近感とを以て我導に接し来ったので困苦の多い当時一

の地質事業もスムｰスに遂行できたといえる.

当時のアイヌ出身者はいまだ多分に山地狩猟民的な

特長を温存じ山地生活にとけこんでいたので山地生

活を送る地質調査者は彼等の特長に啓発されるところ

が多かった.

たとえば彼等は磁石も恋く地図も携行しないで

未知の山地を鞍渉する本能あるいは勘を有するといわれ

また筆者は調査中しばしば彼等に前進基地状況確

認のため賞帰り単独偵察を命じたカミｰ回も失策匁く

任務を果し花白これは彼等が迂余曲折して山中を

逃げ廻る手負いの獲物を追跡して家路に就く永年の経験

から生れたもので決して勘でもなければ本能でも汰

くきわめて合理(科学)的なものであることか判った.

すなわち晴天ばは腹時計と貝脚の傾きで大略の方肉

を判断する､出発時ぽ際しては推定進行方向にある

特長ある自然目標一立木1巨岩1山峯専一の2-3を一

直線上に見通して方肉を確認しこれを繰返す,曲集

迷いやすい地､崇には立木に斧印をつける.曇天麟凌た

は急ぐ時は通過地点の立木にで巻るだけ多く斧印をつ

ける.要するに貞時計と3点測量の原則で立木に

斧印をするのは山人の常識である｡

一泊調査時には幕営施設を携行せず2-3のアイ

ヌ族出身脊と炊事用具グランドシｰトのみを携行する

彼等は現地材料一立木木の葉･蕗1おおいたどりの

葉一で仮眠所を工暗闇内外で建設し2尺内外のスペ

ｰスに膝を抱き犬のように丸く狂って就寝する.

マッチは決してそのま婁携行せず必ず石鹸入れか

白樺の皮で包み汗や雨水で濡れるのを防止し､点火は

マッチ棒一本で点火するのを原則としこのため枯木を

御幣状は削るか白機の皮を用意し生木をも燃上せし

める,このよう匁山の醤慧は今筒ではボｰイス

カウトや一般登{家の常識と狂っているが当時とし

ては彼等に啓発された新知識であった｡

(艦者は海外製鉄原料委員会願闇)
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